
●みんな、注目！
長年続けているボランティア・市内のお気に入りの風景など

【内容】写真と100文字程度の紹介文　※営利活動は不可
●ごきげんスマイル♪
3歳以下のお子さんの笑顔の写真（応募時点）

【内容】写真とお子さんの氏名（ふりがな）・誕生日
●プラス（ワン）ファミリー
あなたの可愛いペット写真

【内容】写真と名前・種別・年齢

投稿作品 大募集！ あなたのご自慢の作品をお寄せください。広報たはらに関するご意見やご感想も
お待ちしています。 1003251

①投稿作品が採用された方、全員に
②投稿・意見をお寄せいただいた方の中から抽選で

図書カード
プレゼント！

応募方法
テーマ・内容と住所・氏名・年齢・電話番号を記入の
上、Ｅメールまたは郵送にて。応募者多数の場合は、
抽選で掲載します。
※写真はデータの場合、JPEG形式で500ＫＢ～
1.5MＢ。プリントの場合は後日返却します。
応募先
広報秘書課☎22-0138
郵便→〒441-3492住所不要
Ｅメール→　  koho@city.tahara.aichi.jp　

市民の皆さんからの投 稿 作品をご紹介します！

▲開会のあいさつをする佐藤監督

▲低学年と準備体操をする選手ら

▲中学生以上に指導する選手ら

▲子どもにハンドケアを教える団員

▲幼児安全法の講習をする団員

大使発

ジャムくん（5歳）
マルチーズ×トイプードル♂

（神戸町 小澤さん）

　田原市ふるさと大使として活躍している佐藤敏信さ
ん（トヨタ陸上長距離部監督）の近況を報告します。

■第１１回トヨタ・ランニング教室
　3月24日（土）、白谷海浜公園陸上競技場で、田原市ふ
るさと大使（渥美半島応援大使）のトヨタ自動車陸上長距
離部の佐藤敏信監督と日本陸上長距離界のトップクラス
のトヨタ自動車陸上長距離部の選手による「第１１回トヨ

タ・ランニング教室」が開催されました。
　今回の講師は、元日のニューイヤー駅伝で活躍した選手をはじめ、東京マラ
ソンで5位（日本人選手トップ）の堀尾選手、世界クロスカントリー選手権大会の
日本代表の西山選手を含むマラソン、トラック競技で活躍する選手たちです。
　教室には、小学生から高校生まで約２００名が参加し、それぞれの年齢に
適したウォームアップのやり方や器具などを活用した歩く・走る基本動作を
学んだり、選手たちとの触れ合いやミニゲーム、ミニ駅伝をしたりしました。
自己記録の更新に挑戦したタイムトライアルは、小学生以上が全員参加し、
各グループのペースメーカーをトヨタの選手たちが務める中、一生懸命走
る子どもたちに佐藤監督がマイクを通して声援を送っていました。
　チームのキャプテンである大石選手は、今後の抱負として、選手個人のレベ
ルアップとチーム力の底上げをし、来年元日のニューイヤー駅伝で王者奪還
を果たすこと、MGC（2020東京五輪マラソン日本代表選考会）での代表権獲
得すること、そして、さまざまな大会で活躍したいと話してくれました。

田原市ふるさと大使　活躍中！！

小澤 琉生くん
る　い

3歳
神戸町

水野 睦士くん

1歳
加治町

りく  と

　田原市赤十字奉仕団は、多岐にわたり活動をしています。市の総合防災訓練で炊き出し
訓練の実施や、地域や小・中学校へ出向き、避難所で子どもたちにもできるハンドケアなど
のリラクゼーション講習の実施、毎年12月にはＮＨ
Ｋ海外たすけあい街頭募金を実施しています。
　また、市民緑花まつりや福祉のつどいなど、市民
が集う場所に出向き、日本赤十字社の成り立ちや
活動紹介などパネル展示による広報活動や、田原
市赤十字奉仕団の活動（防災訓練の様子や避難所
生活で必要となるアルファ化米による炊き出しな
ど）を写真を交えて紹介しています。
　活動に興味のある方は、お気軽にご連絡ください。

■市民緑花まつりにて赤十字親子教室を開催
　５月４日（土・祝）に開催された市民緑花まつりで、
小学生とその親を対象に、赤十字親子教室を実施し
ました。子どもたちにも関心を持ってもらうために防
災に関する紙芝居の読み聞かせをはじめ、リラク
ゼーション、幼児安全法、健康生活支援講習を行い
ました。

田原市赤十字奉仕団を知っていますか？

田原市赤十字
奉仕団

（地域福祉課）
☎２３-3512

［投稿者］

　赤羽根地区まちづくり推進委員会は、「赤羽
根ってとっても良いところだよ」といえる「まち」を
目指して活動しています。題名の「ほんに赤羽根
よいところ」は夏祭りで踊られる赤羽根音頭から
引用したものです。マップは「住んで良し、来て良
しの魅力あるまちを紹介しよう！」をテーマに作ら
れたもので、観光に使えるだけでなく、手に取っ
て訪れた方が赤羽根に住みたくなるような、ま
た、新しく住民になった方へのガイドブックとなる
ような内容となっています。
　ぜひ、マップを片手に赤羽根にお越しください！

「ほんに赤羽根よいところマップ」を作りました！

赤羽根地区
まちづくり
推進委員会

（赤羽根市民館）
☎45-5210

［投稿者］

▲赤羽根地区まちづくり実行委員会の会員と
　作成したマップ

わが家の
ペット
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